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Ⅱ

全教員による 

特別支援教室の運営 

 福生市における特別支援教室運営のコンセプトや    

その実現に向けた福生モデル７つのポイントについて理解しましょう。 

そして、自身の役割は何か、考えましょう。 
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１ 特別支援教室とは 
Ⅱ 

特別支援教室の導入による主な効果 

 特別支援教室は、発達障害等のある児童・生徒が学習上又は生活上の困難を改善・克服し、

可能な限り多くの時間、在籍学級で他の児童・生徒と共に有意義な学校生活を送ることができ

るようになる通級指導を行う教室のことである。 

 福生市では、平成29年４月から全小学校に、令和２年４月から全中学校に特別支援教室を設

置している。 

 通級指導学級  特別支援教室 

児童・生徒の在籍校 児童・生徒の在籍校の特別支援教室 

通級指導学級 

通級 

教員が巡回 

巡回指導の拠点校 

 児童・生徒が、在籍校から通級指導学級のある
学校に通い、指導を受ける。 

 教員が、児童の在籍校へ巡回し、指導する。児童
は、在籍校で指導を受けることができる。 

   「子どもが動く」      から      「教員が動く」へ 

帰校 

 

１ 発達障害等のある児童・生徒への適切な指導の実施 

（１）児童・生徒が抱える学習上又は生活上の困難さに

対応した特別な指導をすることが可能 

（２）巡回指導教員と在籍学級担任・教科担任等による

協働 

 

２ 児童・生徒や保護者の負担等の軽減 

（１）他校への移動時間や移動時の安全確保面での児

童・生徒の負担や保護者の送迎の負担を軽減 

（２）在籍学級での授業の遅れに対する不安の軽減 

３ 通常の学級における特別支援教育の推進 

（１）巡回指導教員が、在籍学級担任等に対して具体的な

指導内容や方法について助言 

（２）分かりやすい授業の実施や学習に集中できる環境の

整備 

４ 児童・生徒への早期からの支援 

 巡回指導教員や巡回相談心理士が、在籍学級におけ

る児童・生徒の行動観察を行うことで、早期に障害

に起因する児童・生徒の困難さに気付き、支援 

５ 全ての教職員、他の児童・生徒や保護者の発達障害教育への理解の促進 

 特別の指導が各校において実施されることで、これまで特別の指導の意義や内容を知る機会が少なかった児童・生徒

や保護者の理解が促進 

特別支援教室の運営ガイドライン（令和３年３月 東京都教育委員会）をもとに作成 
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一中 

拠点校と巡回校 

 小学校に関しては、福生市立小学校を福生地区と熊川地区の二つのグループに分け、福生地区は福生
第三小学校、熊川地区は福生第五小学校※１を拠点校とする。 
 中学校に関しては、福生第三中学校を拠点校とする。また、令和８年度からは学びの多様化学校「牛浜
もくせい中学校」※２を新たに巡回校に加える。 
 巡回指導教員は、拠点校からグループ内の巡回校に行き、指導する。 

特別支援教室の運営体制 
 児童・生徒の在籍学級の担任と連携し、主に次の三者が業務を担当する。 

巡回指導教員 

専 門 員 

巡回相談心理士等 

〇 在籍学級での行動観察、児童・生徒が抱える困難さ、課題の把握 

〇 児童・生徒が在籍学級で抱える困難さ、課題の克服に重点を置いた指導の実施 

〇 在籍学級における児童・生徒への指導・支援 

〇 在籍学級担任への指導・助言 

〇 教職員、保護者等の理解促進に向けた取組の実施 

〇 地区の特別支援教育の推進に向けた取組の実施 

〇 校内における連絡・調整、巡回指導教員との連絡・調整 

〇 特別支援教室の時間割の調整、変更が生じた際の対応 

〇 巡回指導教員や臨床発達心理士等の巡回日の連絡・調整 

〇 指導内容に応じて使用する教室や教具の調整 

〇 巡回指導教員の指示の下、個別の課題に応じた教材の作成 

〇 特別支援教室における指導の記録の作成 

〇 在籍学級での児童・生徒の行動観察及び記録の作成、報告 

〇 児童・生徒の障害の状態の把握、特別な指導の必要性の有無に係る助言 

〇 校内委員会での検討に必要な資料の作成や助言 

〇  

〇 個別指導計画等の作成における巡回指導教員や在籍学級担任への助言 

〇 児童・生徒の状況観察、巡回指導教員や在籍学級担任への助言 

〇 児童・生徒の抱える困難さの改善状況の把握、退室に係る助言 

〇  

※１校につき、 
 年間10回巡回 

※非常勤職員 
※指導の 
 専門家ではない 

※１ 令和９年度から熊川地区は福生第七小学校を拠点校とする。 
※２ 牛浜もくせい中学校は福生第三小学校敷地内にある。 

牛浜もくせい中 
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２ 
特別支援教室の 

対象となる児童・生徒 
Ⅱ 

 特別支援教室の対象となる児童・生徒は、「通級による指導の対象とすることが適当

な自閉症者、情緒障害者、学習障害者又は注意欠陥多動性障害者に該当する児童生徒につ

いて（通知）」（平成18年３月31日付17文科初第1178号）により規定されている、これま

での情緒障害等通級指導学級と同様の児童・生徒である。 

 なお、知的障害のある発達障害の児童・生徒は対象とならない。 

障害の種類 障害の程度 標準指導時間 

自閉症者 

 自閉症又はそれに類するもので、通常の学

級での学習におおむね参加でき、一部特別な

指導を必要とする程度のもの 
 年間 

 35～280 

 単位時間 

 

 （週１～８単位 

  時間程度） 
情緒障害者 

 主として、心理的な要因による選択性かん

黙等があるもので、通常の学級での学習にお

おむね参加でき、一部特別な指導を必要とす

る程度のもの 

学習障害者 

 全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、

話す、読む、書く、計算する又は推論する能

力のうち特定のものの習得と使用に著しい困

難を示すもので、一部特別な指導を必要とす

る程度のもの 

 年間 

 10～280 

 単位時間 

 

 （月１～週８単位 

  時間程度） 注意欠陥 

多動性障害者 

 年齢又は発達に不釣り合いな注意力又は衝

動性・多動性が認められ、社会的な活動や学

業の機能に支障をきたすもので、一部特別な

指導を必要とする程度のもの 

※ 障害の種類・程度は、平成18年３月31日付17文科初第1178号「通級による指導の対象とすることが適当な自閉症者、情緒障害  
 者、学習障害者又は注意欠陥多動性障害者に該当する児童生徒について（通知）」による。 
※ 情緒障害は、発達障害ではないが、平成18年３月31日付17文科初1178号通知に基づき、特別支援教室の対象となる。情緒障害  
 とは、主として心理的な要因による選択性かん黙等である。 

※ 標準指導時間は、平成18年３月31日付17文科初第1177号「学校教育法施行規則の一部改正等について（通知）」による。 

※ 学習障害者及び注意欠陥多動性障害者については、月１単位時間程度の指導でも十分な教育的効果が認められる場合があるこ 
 とから、年間10単位時間から280時間までとなっている。 

対象とする障害の種類・程度、標準指導時間 

特別支援教室の運営ガイドライン（令和３年３月 東京都教育委員会）より引用 
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17文科初第1178号 
平成18年3月31日 

 
各都道府県教育委員会教育長 
各都道府県知事                殿 
附属学校を置く各国立大学法人学長 
 
 

文部科学省初等中等教育局長 
銭谷 眞美 

  

 このたび、小学校若しくは中学校又は中等教育学校の前期課
程の通常の学級に在籍する学習障害又は注意欠陥多動性障害の
児童生徒を、その障害の状態に応じて行われる特別の指導（以
下「通級による指導」という。）の対象とすることができるこ
と等について、学校教育法施行規則の一部改正等を行い、その
改正等の趣旨、内容及び留意事項について、「学校教育法施行
規則の一部改正等について」（平成18年3月31日付け17文科初第
1177号初等中等教育局長通知）をもってお知らせしたところで
す。 
 この改正に伴い、児童生徒が通級による指導の対象となる自
閉症者、情緒障害者、学習障害者又は注意欠陥多動性障害者に
該当するか否かの判断に当たって留意すべき点等は下記のとお
りですので、十分御了知の上、遺漏のないようお願いします。 
 また、各都道府県教育委員会におかれては、所管の学校及び
域内の市町村教育委員会に対して、各都道府県知事におかれて
は、所轄の学校及び学校法人に対して、このことを十分周知さ
れるようお願いします。 
 

              記 

 学校教育法施行規則第73条の21の規定に基づく通級による指
導は、「障害のある児童生徒の就学について」（平成14年5月27
日付け14文科初第291号初等中等局長通知）（以下「291号通
知」という。）に掲げる者に加え、学習障害者及び注意欠陥多
動性障害者についても対象とするとともに、通級による指導の
対象となる情緒障害者については、これまで、291号通知におい
てその障害の程度を「一 自閉症又はそれに類するもので、通
常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指導を必要
とする程度のもの」又は、「二 主として心理的な要因による
選択性かん黙等があるもので、通常の学級での学習におおむね
参加でき、一部特別な指導を必要とする程度のもの」として示
してきたところであるが、今般、上記一を自閉症者と、上記二
を情緒障害者として整理することとしたこと。 
 自閉症者、情緒障害者、学習障害者又は注意欠陥多動性障害
者については、それぞれ以下の（1）の各号に掲げる障害の種類
及び程度の児童生徒を対象として適切な指導が行われることが
適当であること。また、これらの児童生徒を含め、通級による
指導を行うに際しての留意事項については、以下の（2）のとお
りであること。 
 なお、291号通知の記の第1の2のbの（1）の「イ 情緒障害
者」は廃止し、これに該当する障害の種類及び程度について
は、以下の（1）の「ア 自閉症者」又は「イ 情緒障害者」に
該当するものとする。 
 また、通級による指導の対象とするか否かの判断に当たって
は、保護者の意見を聴いた上で、障害のある児童生徒に対する
教育の経験のある教員等による観察・検査、専門医による診断
等に基づき、教育学、医学、心理学等の観点から総合的かつ慎
重に行うこと。 
 その際、通級による指導の特質に鑑み、個々の児童生徒につ
いて、通常の学級での適応性、通級による指導に要する適正な
時間等を十分考慮すること。 

通級による指導の対象とすることが適当な自閉症
者、情緒障害者、学習障害者又は注意欠陥多動性障
害者に該当する児童生徒について（通知） 

 
 
（１）障害の種類及び程度 
ア 自閉症者 

 自閉症又はそれに類するもので、通常の学級での学習
におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする程度
のもの 

イ 情緒障害者 
 主として心理的な要因による選択性かん黙等があるも
ので、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特
別な指導を必要とする程度のもの 

ウ 学習障害者 
 全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読
む、書く、計算する又は推論する能力のうち特定のもの
の習得と使用に著しい困難を示すもので、一部特別な指
導を必要とする程度のもの 

エ 注意欠陥多動性障害者 
 年齢又は発達に不釣り合いな注意力、又は衝動性・多
動性が認められ、社会的な活動や学業の機能に支障をき
たすもので、一部特別な指導を必要とする程度のもの 

 
（２）留意事項 
 通級による指導を行うに際しての留意事項は以下のとお
り。 
 ア 通級による指導を担当する教員は、基本的には、この

通知又は291号通知に示されたうちの一の障害の種類に該
当する児童生徒を指導することとなるが、当該教員が有
する専門性や指導方法の類似性等に応じて、当該障害の
種類とは異なる障害の種類に該当する児童生徒を指導す
ることができること。 

イ 通級による指導を行うに際しては、必要に応じ、校
長、教頭、特別支援教育コーディネーター、担任教員、
その他必要と思われる者で構成する校内委員会におい
て、その必要性を検討するとともに、文部科学省の委嘱
事業である特別支援教育体制推進事業等により各都道府
県教育委員会等に設けられた専門家チームや巡回相談等
を活用すること。 

ウ 通級による指導の対象とするか否かの判断に当たって
は、医学的な診断の有無のみにとらわれることのないよ
う留意し、総合的な見地から判断すること。 
エ 学習障害又は注意欠陥多動性障害の児童生徒につい
ては、通級による指導の対象とするまでもなく、通常の
学級における教員の適切な配慮やティーム・ティーチン
グの活用、学習内容の習熟の程度に応じた指導の工夫等
により、対応することが適切である者も多くみられるこ
とに十分留意すること。 

 
（３）その他 
 情緒障害者を対象とする特殊学級については、今後、文部
科学省においてその在り方について検討を進めることとして
いること。 

 参考 
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３ 福生モデル  ７つの ポイント 
Ⅱ 

 特別支援教室は、「在籍学級におけるよりよい適応を目指し、必要な児童・生徒に、

必要な期間、必要な指導を行う」教室である。 

 この実現に向けた７つのポイントについて、次に示す。 

① 児童・生徒の実態に応じた指導目標の明確化 

指導目標（目指す姿） 

在籍学級におけるよりよい適応 

児童・生徒の現状 

改善又は克服する
課題 

児童・生徒 

自立活動の指導 
障害による学習上又は生
活上の困難を改善し、又
は克服することを目的と
する指導 

③ 指導目標を常に見据えた指導 

   指導目標 
 （目指す姿） 

  児童・生徒の現状 入室 

退室 

学期ごと 
に評価 

 

学校生活支援シート 個別指導計画 

② 学校生活支援シート、個別指導計画の作成 
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④   

⑥ 教員の専門性の向上  

 

コンセプト 

在籍学級におけるよりよい適応 を目指し、 

必要な児童・生徒に、必要な期間、必要な指導を 行う。 

指導方針の設定 

協働 

課題の 
把握 

校長・副校長の 

リーダーシップ 

の強化 

巡回指導教員 

 の専門性の 

    向上 

全ての教員の

理解促進と指

導力の向上 

児童・生徒への

説明 

保護者への説明 

⑦   

⑤ 共通した指導・支援体制の構築  

三 小 

一 小 

四 小 

六 小 

五 小 二 小 

七 小 
10校全てが 

共通の考えの下に 

体制を構築 

一 中 

二 中 

三 中 

※令和８年度から学びの多様化学校「牛浜もくせい中学校」 

 が巡回校に加わる。 
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 特別支援教室での指導開始にあたっては、障害特性そのものの改善・克服を指導目標と

して設定するのではなく、障害から生じる困難さによる「つまずき」の軽減や「学習の仕

方」等を身に付けるために必要なことを目標として設定する。 

目標達成による指導終了に向けて 

ポイント① 

指導目標（目指す姿） 

在籍学級におけるよりよい適応 

児童・生徒の現状 

改善又は克服する
課題 

 対象児童・生徒の障害の状態等

と、対象児童・生徒の在籍学級での

状況を的確に把握することが必要で

ある。 

 このため、巡回指導教員、在籍学

級担任、専門員、特別支援教育コー

ディネーター、臨床発達心理士等が

協働して、多面的に児童・生徒の状

況を見取っていくことが重要であ

る。   

児 童・生 徒 

特別支援教室で行う指導 

自立活動 
 自立活動の内容には、人間として基本的

な行動を遂行するための要素と障害による

学習上及び生活上の困難を改善・克服する

ための必要な要素を含んでいる。 

 指導するにあたっては、特別支援学校小

学部・中学校学習指導要領にある６区分27

項目の自立活動の中から、個々の児童・生

徒に必要な項目を選定し、選定した項目相

互の関連性を考慮しながら具体的な指導内

容を設定する。 

 特別支援教室の指導では、対象の児童・生徒

が達成感を得るとともに自尊感情・自己肯定感

を向上させ、主体的に困難を改善・克服しよう

とする取組を促し、在籍学級での有意義な学校

生活につなげていく。 

 そのため、通級による指導を行う場合は、特

別支援学校小学部・中学部学習指導要領の自立

活動の内容を参考とし、具体的な目標や内容を

定め、指導を行うものとされている。  
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 指導内容 指導内容の具体例 

１  
健康の 
保持 

(1)生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。 
(2)病気の状態の理解と生活管理に関すること。 
(3)身体各部の状態の理解と養護に関すること。 
(4)障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。  
(5)健康状態の維持・改善に関すること。 

〇感覚や認知の偏りや  
 未発達さを改善する 
 ため、例えば、読み 
 上げられた文章を書 
 き取るなどの学習を 
 段階的に指導する。 
 
 
 
〇在籍学級等で身に付  
 けておくべき行動等 
 に関し、場面を設定 
 しロールプレイなど 
 を用いて指導する。 

２ 
心理的な 
安定 

(1)情緒の安定に関すること。 
(2)状況の理解と変化への対応に関すること。 
(3)  

３ 
人間関係
の形成 

(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。 
(2)他者の意図や感情の理解に関すること。 
(3)自己の理解と行動の調整に関すること。 
(4)集団への参加の基礎に関すること。 

４ 
環境の 
把握 

(1)保有する感覚の活用に関すること。 
(2)感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。 

(3)感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 
(4)感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況

に応じた行動に関すること。 
 

５ 
身体の 
動き 

(1)姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 
(2)姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。 
(3)日常生活に必要な基本動作に関すること。 
(4)身体の移動能力に関すること。 
(5)作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。 

６ 
コミュニ

ケーション 

(1)コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 
(2)言語の受容と表出に関すること。 
(3)言語の形成と活用に関すること。 
(4)コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 
(5)状況に応じたコミュニケーションに関すること。 

自立活動（６区分27項目） 

特別支援教室における自立活動の指導上の留意点 

 上記にあるように、特別支援教室で自立活動を指導する際に、特に必要があるとき

は、障害の状態に応じて各教科の内容を取り扱いながら行うことができることとされ

ている。ただし、この場合でも、あくまで障害による学習上又は生活上の困難を改善

し、又は克服することを目的として行われることが必要であり、単なる各教科の遅れ

等を補充するための指導とはならないようにしなければならない。 

 障害に応じた特別の指導は、障害による学習上又は生活上の困難を改善し、又は克服することを目的

とする指導とし、特に必要があるときは、障害の状態に応じて各教科の内容を取り扱いながら行うこと

ができるものとする。 

  学校教育法施行規則第百四十条の規定による特別の教育課程について定める件の一部を改正する告示 

                                        （平成28年文部科学省告示176号 平成30年４月施行） 
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指導目標・内容の設定について 

 特別支援教室の指導の対象となる児童・生徒の学校生活における課題は様々だが、認

知面や行動面に留意しながら、重点的な課題や優先する指導内容を絞り込んでいくこと

が重要である。 

 その際、指導終了時点の児童・生徒が、在籍学級で学習する様子をイメージし、長期

的な観点（概ね１年間程度）と短期的な観点（学期ごとの指導期間を想定）で、「原則

の指導期間」に児童・生徒がある程度、達成の可能性がある指導目標を設定する。 

 特別支援教室において、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領に示された「自立

活動」の内容を参考とした指導を行うに当たり、具体的な指導を計画する際は、次の①

～④の手順で作成する。（『特別支援教室の運営ガイドライン』76～80頁） 

「実態把握」 

・日々の観察や記録とともに、「読み書きチェックリスト」や「社会性・行動の

チェックリスト」等を活用する。 

１ 

「指導すべき課題の抽出」⇒中心的な課題 

 ・優先順位を考えて課題をリストアップする。 

   必要性、緊急性、達成の可能性、成果への期待 等 

 ・つまずきに対する指導のみを考えるのではなく、つまずきの原因を分析する。 

２ 

－１「指導目標の設定」（長期目標） 

 ・指導終了時点の「在籍学級における様子」をイメージする。 

 ・学校生活支援シートに示された本人や保護者の思いを踏まえる。 

３ 

※中心的な課題に対して、児童・生徒がどのような姿になるのかを期待し、

具体的なイメージをもって長期目標を設定する。在籍学級と特別支援教室

が共通理解を図りながら指導するためにも、１年間で取り組む指導目標は、

一つか二つに絞る。ただし、実態把握から明らかになった複数の目標の一

部分であることも共有しておく必要がある。 
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－２「指導目標の設定」（短期目標） 

 ・スモールステップを意識して、段階的に高めていく。 

 ・評価が可能な記述をする。（条件や基準値等を設定する。⇒具体的な評価） 

３ 

※長期目標を達成するためには、一人一人の児童・生徒の状況に応じて、必要

な指導内容を段階的、系統的に取り扱う。また、段階的に短期の指導目標が

達成され、それがやがて長期の指導目標の達成につながるという見通しを

もって指導を計画することが重要である。 

※特別支援教室の指導目標の設定には、在籍学級担任の関与が不可欠である。

また、「原則の指導期間」内に達成が見込まれる目標であるかどうか検討す

る必要がある。 

「具体的な指導内容の設定」 

・学習面のつまずきの状態から、つまずきに対する指導のみを考えるのではなく、

つまずきの原因をよく分析して、一人一人の特性に応じた支援の手だてを考えて

いく。 

４ 
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 特別支援教室と在籍学級での指導が相互の関連を深めるためには、学校生活支援シー

トと個別指導計画を巡回指導教員と在籍学級担任及び教科担任等が協働で作成し、活用す

ることが不可欠である。 

  

      〇保護者、教育、保健・医療、福祉 

       等が連携し、児童・生徒を支援し 

       ていく継続的な計画である。 
 
〇教育、保健・医療、福祉等が行ってきた支援の 

 情報を共有するものである。 
 
〇入学時や進級・進学時の引継ぎを確実に行うた 

 めのものである。 

学校生活支援シートとは 

乳幼児期 

学齢期 

社会参加期 

就学支援シート 

学校生活支援シート 

個別移行支援計画 

◆ 教員（学校）と保護者を「つなぐ」 

◆ 必要な指導や支援の手だてを「つなぐ」 

◆ 児童・生徒及び保護者の思いや願いを「つなぐ」 

◆ 児童・生徒に関わる人と人を「つなぐ」 

個別指導計画とは 

 学校生活支援シートに示された、「学校での指導・支援」を具体化した指導計画が

「個別指導計画」である。 

 個別指導計画は、児童・生徒一人一人の障害の状態等に応じたきめ細かな指導を行うこ

とができるよう、より具体的に指導目標や指導内容・方法を設定して作成する。 

 学校生活支援シートが１年ないし３年程度の中・長期的な計画であるのに対し、個別指

導計画は学期ごと、あるいは単元や題材ごとに指導と評価を繰り返す短期的な計画である

と言える。個別指導計画は、学校生活支援シートの本人や保護者の願い、支援の目標など

を踏まえて作成する。 

ポイント② 
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作成の手順 

対象児童・生徒 巡回指導教員 在籍学級担任等 

実 態 把 握 

保護者 

 

 在籍学級での 
行動観察、家庭での
様子についての保護
者からの聞き取りに

より把握する。 

協 議 情報共有 

学校生活支援シートの作成 

克服すべき課題・配慮事項等の選定 

指導目標の設定 

整理・検討 

指導内容・方法の検討 

個 別 指 導 計 画 の 作 成 

短期的指導計画の作成（学期、月、週） 

指 導 の 実 施 

評    価 

 協 議 → 共通理解 

 保護者の意見を 
踏まえつつ、個別
指導計画を作成す
る過程で共通理解

を図る。 

 児童・生徒の 

願いや思いの 

聞き取り 

 評価に際しても、 
家庭での対象児童・生
徒の変容等、保護者の
意見の聴取が必要 

  保護者の願いを 
聞き取り、反映

させる。 

柔
軟
に
改
善 

 児童・生徒の 

願いや思いの 

聞き取り 
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 特別支援教室を利用する児童・生徒に対して、在籍学級担任や巡回指導教員は、学期

ごとに指導目標の達成状況を確認し、次の指導に生かしていくようにしなければならな

い。 

 そのためには、指導目標を常に見据えた指導を意識できるよう個別指導計画を活用して

いくことが重要である。 

 具体的には、作成した個別指導計画を基に、定期的に在籍学級担任と巡回指導教員が指

導の状況について情報共有を行うことや、利用児童・生徒の「連絡ノート」を在籍学級担

任、巡回指導教員、保護者と三者で共有するなどの工夫していくことが考えられる。 

ポイント③ 

 児童・生徒の実態に応じ

て指導目標を設定したにも

関わらず、指導の効果が得

られにくい場合がある。そ

のようなときは、左の例を

参考に、指導目標の見直し

や、手だての工夫を行うこ

とで改善していくことが必

要である。 

◆在籍学級担任の関与が不十分な場合 

 例）在籍学級担任と巡回指導教員との間で、児童・生徒の実態や課

題、指導目標について共通理解が図られていない。 

 

◆一部特別な指導として行う特別支援教室の指導では指導目標の達成

が困難な場合 

 例）課題に対して、指導目標の設定が高すぎる。 

 

◆チェックリスト等から把握した児童・生徒の課題が十分に反映され

ていない場合 

 例）課題と目標が対応していない。 

「特別支援教室の運営ガイドライン」（令和３年３月 東京都教育委員会）より引用 

 巡回指導教員が在籍学級担

任と互いに連携を図り、当該

児童・生徒の指導に当たるた

め、それぞれの指導から主た

る指導目標や指導内容を取り

上げ、連携型個別指導計画を

作成・活用していくことが効

果的である。 
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    指導目標（目指す姿） 

     児童・生徒の現状 入室 

退室 

学期ごとに評価 

 参考 

Ｑ１ 特別支援教室における指導内容の設定について 

 自立活動の指導については教科用図書がなく、対象児童・生徒の実態に応じた教材の用意・

指導が必要である。実態に応じた教材、指導とはどのようなものを示すのか。 

Ａ１ 特別支援教室を利用する児童・生徒の実態は様々で、特別支援教室で指導する教材・指

導内容等 についてはオーダーメイドする必要がある。その際、対象児童・生徒の興味・関心

を高める、又は安心して学習に取り組める教材・指導内容を設定するとともに、それらの内容

が自立活動の指導の内容に基づいていることが大切である。特別支援学校学習指導要領解説

「自立活動編」には、発達障害等の特性に応じた教材例や指導例が記載されているので、十分

に参照する必要がある。 

Ｑ２ 指導目標の達成の見極めについて 

 特別支援教室を利用している児童・生徒の、指導目標の達成の見極めはどのように行うの

か。 

Ａ２ 指導目標の達成の見極めについては、個別指導計画や指導記録等を踏まえて校内委員会

で十分に検討する必要がある。対象児童・生徒が過度な負担とならないように配慮しながら、

在籍学級における特別支援教室での学びの成果や適応の様子を把握する。 

Ｑ３ 指導目標に向けた指導と評価の一体化について 

 特別支援教室を利用している児童・生徒が、目標を意識できるようにするためにはどのよう

な指導が必要なのか。 

Ａ３ 特別支援教室を利用している児童・生徒に指導目標を意識させるためには、特別支援教

室での１単位時間の指導計画の中で、「振り返りの時間」を適切に設ける必要がある。「でき

るようになったこと」、「在籍学級でも実践してもらいたいこと」、「うまくできなかったこ

と」、「努力しなければならないこと」等を自己評価させたり、授業者の評価を適切に伝えた

りすることを通して、対象児童・生徒に目標を意識させるようにする。 

 また、ワークシートの記載内容についても工夫し、特別支援学級での学びの成果と課題につ

いて、在籍学級担任等や、保護者とも共有できるようにすることも大切である。   
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特別支援教室での指導 

 対象児童・生徒の抱える困難さや課題を効果的に改善するためには、巡回指導教員と

在籍学級担任及び教科担任等が協働して、次のような実効性のあるＰＤＣＡサイクルを構

築する必要がある。 

  

ＰＤＣＡサイクルの構築 

 巡回指導教員と在籍学級担任及び教科担任等が協働して、実効性のあるＰＤＣＡサイ
クルを構築するためには、在籍学級における対象児童・生徒の実態を踏まえて作成された
学校生活支援シートや個別指導計画を有効に活用することが重要である。 
 このため、巡回指導教員と在籍学級担任等は、まず、それぞれが、在籍学級の中で対象
児童・生徒が抱える困難さ、課題を把握し,両者間で十分に協議して対象児童・生徒の指
導方針を立てる必要がある。この方針を踏まえ、保護者の参画を得ながら、学校生活支援
シート及び個別指導計画を巡回指導教員と在籍学級担任等が協働して作成する。 
 さらに、特別支援教室と在籍学級とが協働して、対象児童・生徒への指導を展開すると
いう意識を、巡回指導教員と在籍学級担任が相互にもつ必要がある。例えば、巡回指導教
員は、効果的であった指導や支援の方法が在籍学級で活用されるよう、指導内容や成果を
在籍学級担任等に随時報告する。その報告を受け、在籍学級担任等は、特別支援教室での
指導や支援の方法を在籍学級で活用する。その結果を巡回指導教員に報告し、改善すべき
点があれば、巡回指導教員が特別な指導の改善を図る。 

在籍学級での指導・支援 
・巡回指導教員の在籍学級での指導 

・専門員の見取り、記録、情報共有 

指導方針の設定 
・校内委員会における協議、設定 

・専門家等の活用 

巡回指導教員、在籍学級担任等 

による協働作成、保護者の参画 

在籍学級への適応における課題の 

克服にターゲットをしぼった指導 

在籍学級 
担任等 

専門員 

巡回指導教員 

巡回相談心理士等 

コーディ 
ネーター 協働 

課題の把握 
巡回指導教員、在籍学級担任 

等による多面的な見取り 

保護者 

児童・生徒 

 
特別支援教室での学びの成果が、在籍学級で発揮されるような連携を図ることが大切 

ポイント④ 
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協働による指導の在り方 

 指導開始直後は、対象児童・生徒の実態を的確に把握するために、巡回

指導教員は、在籍学級に出向き、巡回相談心理士等の助言を得ながら、対

象児童・生徒の学級での様子を把握し、対象児童・生徒が抱える困難さの

状況や指導すべき内容を詳細に把握する。 

 この際、対象児童・生徒の実態だけでなく、在籍する学級の状況、他の

児童・生徒との人間関係等を十分に把握し、対象児童・生徒が抱える困難

さの背景や要因等を明らかにすることが重要である。  

 対象児童・生徒の個別指導計画に基づく特別支援教室における特別な指

導が開始された初期は、対象児童・生徒が特別支援教室での学習について

理解し、意欲的に取り組むようになる必要があるため、個別指導や２人か

ら３人の集団での指導が実施されることが想定される。この段階では、個

別指導計画に基づく具体的な指導の内容が、児童・生徒一人一人に適切で

あるのかを丁寧に見ていく必要がある。 

 このため、在籍学級担任や保護者から対象児童・生徒の様子について聞

き取り等を行い、巡回相談心理士等の助言も踏まえ、指導内容の見直しに

ついて検討していく。 

 特別支援教室での特別な指導が対象児童・生徒にとって、適切な内容で

あることが明らかになり、指導開始初期から中期になると、対象児童・生

徒も落ち着いて特別な指導を受けられるようになってくる。この段階に進

むと、特別支援教室での指導終了後の在籍学級での円滑な学習を想定し、

より多くの児童・生徒と共に学ぶ指導形態を取り入れることを試行する必

要がある。 

 特別支援教室での特別な指導の成果により、福生市の教育支援委員会が

特別支援教室での指導の終了を判定した児童・生徒については、巡回指導

教員と在籍学級との連携により、円滑に特別支援教室での指導時間数を段

階的に減らし、指導を終了する。 

 このため、巡回指導教員は、在籍学級において在籍学級担任とのチーム

ティーチングによる指導を行う。巡回指導教員は、在籍学級担任に対し、

特別支援教室での特別な指導の成果を踏まえ、在籍学級において必要とな

る配慮点等を明らかにして、適切に助言することが重要である。 

 特別支援教室での指導の終了に当たり、保護者に対して、今後の在籍学

級において得られる配慮等について十分に説明し、了解を得ることが不可

欠である。 

指
導
開
始
直
後 

指
導
開
始
初
期
か
ら
中
期 

指
導
終
了
段
階 
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 本市の強みである、「コンパクト・シティ」を生かし、市内小・中学校10校全校が共

通の考え方の下、指導・支援体制の構築を行う。 

 校長は、学校経営方針に発達障害教育についての基本的な考え方を示し、全教職員によ

る組織的、計画的な校内体制を構築し、強化していく必要がある。  

校長の責務 

 校長は、拠点校、巡回校の別なく、通常の学級と同様に自校の特別支援教室での指導

について、自らの責任において、自校の教育課程を編成することになる。このため、特別

な指導の教育課程の理解を深め、児童・生徒一人一人の状況に応じた発達障害教育を推進

する必要がある。そこで、校長は、次のことに留意して学校経営方針を作成する。 

一部の教員による支
援から全教員による
支援への転換 

発達障害教育の理解
と専門性の向上に向
けたＯＪＴ 
及び校内研 
修の実施 

巡回指導教員、在籍
学級担任、特別支援
教育コー 
ディネー 
ター等の 
協働 

保護者の理解を得た
学校生活支援シー
ト、個別 
指導計画 
の作成 
 

児童・生徒一人一人
の障害特性に応じた
教育環境の整備 

発達障害教育につい
て、児童・生徒や保
護者の理解促進 

児童・生徒の安全確
保と対応方針の確立 

巡回相談心理士等に
よる指導、助言、支
援の活用 

外部の専
門機関等との連携の
推進 
・地区の学校 

・教育相談室 

・医療機関 

・療育機関 等 

ポイント⑤ 



47 

 

巡回指導教員の所属感を大切にした巡回の仕組み  

 情緒障害等通級指導学級だった当時の教員は、自校にいて、通級してくる児童・生徒の

指導を行っていたが、特別支援教室では、教員が地区の巡回校を回り、指導を行うため、

巡回指導教員が巡回校への所属感をもたせることが大切である。 

 巡回指導教員は、地区の特別支援教育のプロフェッショナルとして、その地区の児童・

生徒及び教員に指導・支援を行う役割を担っており、その活躍の場は、一校にとどまら

ず、地区や市全体となる。 

 そこで、巡回指導教員は、自身の所属感に係る意識を、これまでの「わたしは、〇〇小

学校の教員である。」という考え方から、「わたしは、○小、○小、○小（又は、福生

市）の特別支援教室の教員である。」という考え方へと広げ、高めていく必要がある。 

 校長は、巡回指導教員の所属感を大切にした巡回の仕組みを構築できるよう、次の点に

配慮する。 

巡回指導教員の校務分掌等の位置付け 

 巡回指導教員は、拠点校・巡回校に関わらず、各学校の特別支援教育コー

ディネーターや特別支援教室専門員との連携により、各校の発達障害教育を推

進する役割を担っていく。その際、新たな分掌を設置せず、既存の分掌を生か

して、生活指導部や教育相談部等に、発達障害教育に関する機能を追加するこ

となども考えられる。 

 巡回校の校長は、巡回指導教員が巡回してくる日などに、特別支援教育に関

する分掌の打合せや校内委員会等を設定して、各学校の特別支援教育が充実・

発展できるように努める必要がある。 

執務環境の整備 

 巡回指導教員は、巡回校で児童・生徒の指導を行うだけでなく、他の教員同

様に個別指導計画や学習指導案の作成といった業務を行わなければならない。

そのため、机やパソコンといった執務環境を整える必要があるが、教員間の連

携を図るためにも、巡回指導教員用の執務室を別途用意するのではなく、職員

室での執務場所の確保に努め、職員室に机や椅子、パソコン等を用意する。さ

らに、専用の靴箱やロッカー等も必要である。 
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教員の専門性の向上 

 発達障害の児童・生徒への指導を充実させるためには、すべての教員が発達障害への

理解を深め、障害の状態に応じた適切な指導・支援を実施できるようにすることが必要で

ある。 

巡回指導教員の専門性の向上 

 特別支援教室が全ての学校に設置されることによって、特別支援教室対象児童・生徒

が障害の状態に応じて可能な限り多くの時間、在籍学級で他の児童・生徒と共に有意義な

学校生活を送ることができるようになった。 

 巡回指導教員には、特別支援教室での指導を通して、児童・生徒の学習能力の向上や在

籍学級における集団適応能力の伸長に結び付けられるような専門性の向上が求められる。 

巡回指導教員 

に求められる 

専門性 

対象児童・生徒の障害の理解 

 自閉症、情緒障害、学習障害、注意欠陥

多動性障害等の障害の種類の特徴に関し

て、知識を深めることはもちろんである

が、児童・生徒一人一人が抱える困難さが

どのような障害の特徴に起因するかを理解

するとともに、困難さを改善するための手

だてを見いだすことのできる専門性が求め

られる。また、対象児童・生徒の状況 

に応じて、どの困難さを優先して 

指導していくかなどに関して、 

判断できる専門性が求められる。 

 特別支援教室での特別な指導の目的が、

対象児童・生徒が抱える困難さを改善して、

在籍学級の中で円滑に学習ができるように

することであるため、まずは、通常の学級

の教育課程について十分な理解が必要であ

る。 

 その上で、特別な指導の実施に関する学    

    習指導要領における位置付けや、   

    特別支援学校学習指導要領におけ 

     る自立活動の目標と内容に関す 

     る理解が必要となる。 

 対象児童・生徒の障害の理解 

に基づき、在籍学級での学習状 

況や集団参加状況の改善につな 

がる指導内容・方法を立案し、そ 

れに応じた教材・教具を準備できる専門性

が必要となる。この際、指導内容・方法や

教材・教具が在籍学級においても有効に活

用されることが望ましい。また、教材作成

は、専門員も担うことになるので、どのよ

うな目的で、どのような教材が必要なのか

を的確に伝えられなければならない。 

調整能力や相談対応力 

       特別支援教室での特別な指   

      導は、児童・生徒一人一人の 

         状況に応じて実施されること     

    から、各学校の管理職をはじめ、

関係する教職員に、指導内容・方法につい

て説明し、理解や協力を得ていく調整能力

が求められる。また、児童・生徒、保護

者、在籍学級担任などからの相談に対し

て、不安等を受け止め、共に改善を図ろう

とする姿勢を引き出す力が求められる。 

ポイント⑥ 
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校長・副校長のリーダーシップ 

 特別支援教室での巡回指導の実施に伴い、各学校の校長は、特別支援教室の運営を加

えた特別支援教育推進の取組を、学校経営方針に位置付ける必要がある。 

 校内委員会の運営、特別支援教育コーディネーターの指名と活用、学校内外の人材活

用、特別支援学校等の関係機関との連携など、校内における特別支援教育体制の構築は、

校長のリーダーシップによるところが大きい。 

全ての教員の理解促進と指導力の向上 

校内外での研修等による専門性の向上 

 巡回指導教員や特別支援学級の教員等

が講師となり、事例研究等も含めた具体

的な研修を行う必要がある。 

校内研修会 

 通常の学級の授業研究においても、

発達障害の児童・生徒を含めた、全て

の児童・生徒が興味・関心をもって意

欲的に学習に取り組めるよう授業改善

を推進することにより、発達障害の指

導への指導・支援につなげていくこと

ができる。また、授業後の協議会等で

意見交換を行うことで、発達障害教育

の理解を深める一助となる。 

 授業研究 

・発達障害の児童・生徒の障害の特徴 

・個別指導計画等の作成と活用方法 

・障害の状況に応じた個別の指導 

・関係支援機関等の活用 

・保護者との連携 

・校内支援体制の構築、教員間連携 等 

 巡回指導教員が、在籍学級での授業観察や在籍学級担任とのチーム・ティーチングを

行う際、在籍学級担任は、巡回指導教員から児童・生徒の実態把握の方法や指導の手だ

て、教材や補助具の作り方と活用の仕方などを学ぶことができる。 

ＯＪＴ 

東京都教育委員会、福生市教育委員会等が実施する研修 
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 特別支援教室の導入により、対象児童・生徒は特別な指導を在籍校で受けることに

なったため、対象児童・生徒がどのような指導を受けているのかについて、他の児童・生

徒が理解しておくことは重要である。また、保護者に対しても、保護者会等の機会を利用

して、特別支援教室運営に当たっての各学校の特色や工夫等について校長等が説明を行

い、特別支援教室についての理解促進を図ることが重要である。 

全ての児童・生徒の理解促進のために 

 全ての児童・生徒の理解促進のために、各小学校で活用できるプレゼンテーション資料

を次に示す。 

 各学校は、全校の児童・生徒が特別支援教室について理解することができるよう、全校

集会及び朝や帰りの会等の機会を捉えて、本プレゼンテーションを活用して指導する。

（所要時間は、約５分程度） 

学校のみんなが

もっとあんしん

もっとたのしい
そのために・・・

 今日は、特別支援教室についてお話しします。 

 先生たちは、福生第〇小学校が「学校のみんなが、安心して、楽

しく」学べる学校になってほしいなあと願って、いつもいろいろな

取組をしています。 

 そこで、第〇小学校のみんなが、安心して、楽しく学べるよう

に、第〇小学校には、〇〇〇〇教室があります。 

 場所は、〇階の〇〇〇のとなりです。 

〇〇〇〇教室とは
きょう しつ

できるよう
にする

にがてな
こと

 〇〇〇〇教室とは、「自分の苦手なことにチャレンジして、できる

ようになりたい」と思う、福生第〇小学校の子どもたちが学習をす

る教室です。 

 苦手なことができるようになる方法を先生と一緒に見つけ、クラ

スとは違うやり方で学習をします。 

ポイント⑦ 

にがてってなあに？

にがてなことは
だれにでも
あるよ。

くふうしたり、
どりょくしたりすると
少しずつできる
ようになるよ。

 さて、苦手とはなんでしょう。苦手なことは、誰にでもあります。

たとえば、スポーツが苦手、勉強が苦手、絵をかくのが苦手、歌を

歌うのが苦手、人前で話をするのが苦手、友達とうまく付き合うの

が苦手など、大人にも、子どもにも、誰にでもあります。 

 でも、苦手なことでも、できるようになるために工夫したり、努

力したりすると、少しずつできるようになります。 

 〇〇〇〇教室は、こういうことができるようになったら、クラス

でもっと安心して学習することができるのになあ、ということをク

ラスとは違うやり方で学習して、少しずつできるようにするための

教室です。みんなが、クラスで安心して楽しく学んだり、過ごした

りすることができることを目指しています。 
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たとえば・・・

かん字をかく

ことがにがて

クラスでたのしく
学べるように
なったよ！

 では、〇〇〇〇教室では、具体的にどのような学習をするのでしょ

うか。 

 たとえば、この女の子は漢字を書くことが苦手です。漢字を何度

繰り返して書いて練習しても、なかなか正しく書くことができず、

困っていました。漢字が正しく書けるようになったら、クラスで

もっと楽しく学べるようになるのになあ。 

 そこで、この女の子は、〇〇〇〇教室に週何時間か通って、クラ

スとは違うやり方で学習をしました。その結果、この女の子は、自

分に合った、漢字の覚え方が分かり、クラスで楽しく学べるように

なりました。 

たとえば・・・

友だちの気もち
をりかいすること
がにがて

クラスで安心して
すごせるように
なったよ！

 もう一つ、例をあげてみましょう。 

 この男の子は、友達の気持ちを理解することが苦手です。自分が

友達に言った言葉で、なぜか友達が怒ったり、泣いたりしてしまう

ことがよくあり、困っていました。自分はそんなつもりで言ったわ

けではないのになあ。何でいつもこうなってしまうのだろう。で

も、どうしたらよいか分からないよ。 

 そこで、この男の子は、〇〇〇〇教室に週何時間か通って、クラ

スとは違うやり方で、友達と仲良くする方法や自分の気持ちを言葉

で上手に伝える学習をしました。その結果、この男の子は、友達と

楽しく話せることが増えて、クラスで安心して過ごせるようになり

ました。 

 このように、自分の苦手なことにがんばってチャレンジして、自信

をもつことができるようになったら、〇〇〇〇教室は卒業です。 

 〇〇〇〇教室は、何年生からでも入ることができます。そして、

自分が目標としていることができるようになったら、退室です。 

 〇〇〇〇教室に入ったり、卒業したりするのは、みなさんの学習

や生活の様子をよく見て、学校の先生とおうちの方などが相談して

決めます。 

学校の みんな が
もっとあんしん もっとたのしい

そのために、みんなができること

にがてな
ことを
みとめあう

にがてな
ことを
ささえあう

にがてな
ことでも
どりょく・
くふうする

 最後に、「学校のみんなが、もっと安心して、もっと楽しく」学べ

る学校にするために、あなたにはどんなことができるでしょうか。

それは３つあります。 

 １点目は、「苦手なことを認め合う」ことです。人は、誰にで

も、苦手なことがあります。苦手なことがあることは、当たり前の

ことです。決して恥ずかしいことではありません。 

 ２点目は、「苦手なことを支え合う」ことです。自分が苦手なこ

とで困っているとき、友達や先生が教えてくれたり、助けてくれた

りしたら、うれしいですね。あなたの周りの友達も同じです。苦手

なことで困っている友達がいたら、勇気を出して、声をかけてみま

しょう。 

 ３点目は、「苦手なことでも、努力・工夫する」ことです。苦手

なことでもチャレンジして、できるようになるために工夫したり、

努力したりすると、少しずつできるようになります。そして、自分

のよいところをさらに伸ばすことができます。 

 これからも、第〇小学校のみなさんで力を合わせて、「学校のみ

んなが、もっと安心して、もっと楽しく」学べる学校をつくってい

きましょう。 

自信がついたら、

〇〇〇〇教室は、

です。できるように
なったよ！

じ しん
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全ての保護者の理解促進のために 

 福生市教育委員会は、市内幼稚園・保育園に在籍している５歳児がいる家庭に、発達

障害への理解促進を目的としたリーフレットを作成・配布している。 
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 各学校、福生市内関係機関にも配布し、様々な場面で必要に応じて活用されている。 
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４ 
Ⅱ 

「自立活動」指導のポイント 

複数の児童を
指導す際の留

意点 

 特別支援教室の指導内容は、自立活動である。児童・生徒の実態を踏まえた指導目標に応じ

て、指導計画を考える必要がある。その上で、次の点に留意したい。 

  ・指導内容は、「自立活動６区分27項目」との関連性を明確にすること。 

・１単位時間の終末の場面では、対象児童・生徒と在籍学級等で生かす内容を確認すること。 

・在籍学級担任等と連携して指導効果を高めること。 

生活上の困難さの改善に関する指導例 

１ 単元名 「こんな時どうする？」 

２ 単元 

 【自立活動の区分】 

  ２（１）心理的な安定（情緒の安定に関すること） 

  ３（３）人間関係の形成（自己の理解と行動の調整に関すること） 

   日常生活で起こる出来事に遭遇した際の様々な感情について、場面を考え判断しながら自 

  分で気持ちのコントロールができる方法を身に付ける学習である。 

３ 本時の指導 

 （１）本時の目標 

    自分の特徴について、長所短所や得意分野等をじっくり考えている。 

 （２）本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 ◆評価 ◇教具 

導

入

15

分 

１ 挨拶 

２ 今日の予定は？ 

３ ビジョントレーニング 

・姿勢や声の大きさを意識できるよう
に声掛けをする。 

・学習の見通しをもたせる。 

・視線を素早く動かすトレーニングで
あることを説明する。 

◆一人でも学級でやる時と同じ
ようにしようとしている。 

◆姿勢を保持している。 

 

展

開

25 

分 

４ 学習課題の確認 

 

 ・課題を復唱し、ワークシートに記入する。 

５【自立活動】 

 ①自分の考えをもつ。 

 ②他の考え方を知る。 

 ・苦手に注目させて解決法を考える。 

 

 

・丁寧に書くように促す。 

 

・取り組むだいたいの時間を始めに予
告し、見通しをもって取り組めるよ
うにする。 

・自分と違う考え方もあることを場面
を例えながら示す。 

◇学習の流れの提示 

 

◇ワークシート 

・授業や休み時間、部活動等の
場面を想定した、善悪の判断
を考える資料を用意する。 

◆理由を考えている。 

◆他の考え方を知ろうとしてい
る。 

終

末 

10

分 

６ まとめ 

 ・自分の考え方についての感想を書く。 

７ 振り返り 

８ あいさつ  

 

・書く内容の観点、項目を示す。 

 

・授業全体を振り返り、学習課題に対
する達成度や、在籍学級等での実践
ポイント等について評価する。 

 

 

◇ワークシート 

◆自分の学習の取り組み方につ
いて振り返ろうとしている。 

こんなとき どうしますか。考えてみよう 

 指導の効果を高めるために、在籍学級担任等に、本時の学習記
録を確認することや、対象児の特性を把握するよう依頼する。 
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学習上の困難さの改善に関する指導例 

１ 単元名 「すいすい、スラスラ」 

２ 単元 

 【自立活動の区分】 

  ５（５）身体の動き（作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること） 

  ６（３）コミュニケーション（言語の形成と活用に関すること） 

   「丁寧にバランスよく書くことができる」、「聞き取って読んだり話したりすることができ   

  る」ための学習。「書くこと」については、丁寧に書くことやバランスよく書くために、ノー 

  トやワークシートに区切りを付け、その中に入るように書かせる。また、制限時間を決め、時 

  間内に見通しをもって書き進めさせる。「読むこと」については、聞き取ったことを理解して 

  読んだり話したりできるように、模範を示しながらやりとりする学習。児童・生徒の困難さに 

  合わせて調整しながら行うことができる学習であると考える。 

３ 本時の指導 

 （１）本時の目標 

    書き出しから最後まで丁寧に書こうとしている。 

    相手に伝わるように話している。 
 

（２）本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 ◆評価 ◇教具 

導

入

10

分 

１ 挨拶 

２ 今日の調子は？ 

３ ビジョントレーニング 

・姿勢や声の大きさを意識できるように 

 言葉掛けをする。 

・自分の言葉で表現できるように話す 

 きっかけを作る。 

・多くの情報の中から目的の情報を素早 

 く見つけ出すトレーニングであること 

 を伝える。 

◆一人でも学級でやる時と同じよ 

 うにしようとしている。 

◆姿勢を保持している。 

 

展

開

25 

分 

４ 学習課題の確認 

 

 ・課題を復唱し、ワークシートに記入す 

    る。 

 

５【自立活動】 

 ①書くこと 

 ・丁寧に書く。（試写） 

 ・時間内に書く（バランスを考えて） 

 ・英文を書く。（試写） 

 ②話すこと 

 ・英文を聞く。（一通り区切って） 

 ・聞き取って読む。（声に出して） 

 

 

 

・丁寧に書くように促す。 

 

 

・在籍学級で学習している内容を取り入 

  れ、「書くこと」「話すこと」を中心 

  に進める。 

・書き終えたり話し終えたりするごとに 

  評価し、上達に向けたポイントについ 

  て指導する。 

※集中の妨げにならないように言葉掛け 

  の声の大きさを調整する。 

◇学習の流れの提示 

 

◇ワークシート 

◇本人が使用しているノートに応 

  じた見本を用意する。 

 

◆最後まで丁寧に書こうとしてい    

  る。 

 

 

◆聞いた通りに読んだり、話した 

  りしている。 

◆あきらめずに取り組んでいる。 

 

終

末 

15

分 

６ まとめ 

 ・自分が書いた文を声に出して読む。 

７ 振り返り 

 ・本時の学習を基に、在籍学級で試すこと 

    を考える。 

８ あいさつ  

 

・座る姿勢に気を付けさせて読ませる。 

・学習を振り返って、在籍学級で試すこ 

  とを具体的に考えさせる。 

・ワークシートにメモするように促す。 

 

 

◆相手に伝わるように、声を大き 

  さなどを気を付けて読んでい 

  る。 

スムーズに書こう！話そう！ 

 指導の効果を高めるために、在籍学級担任等に、特別支援教室の学習記録を確認するとともに、
学びの成果を発揮できるよう、通常学級での授業において話す場面を設定するよう依頼する。 
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 参考 

Ｑ 発達障害等の特性に応じた指導内容の設定について  

  特別支援教室を利用している児童・生徒は様々な発達障害等を抱えており、個々の

苦手意識も様々で、実態に応じた指導内容の工夫等の仕方に苦労している。個々の発

達障害等に応じて適切な指導を行うためには、どのように教材研究をすればよいか。 

Ａ 「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学  

部）」には、自立活動６区分27項目の一つ一つに関して、発達障害の特性に応じた

児童・生徒の実態や、指導上の留意点等について記載されている。巡回指導教員は

担当する児童・生徒の実態を踏まえたうえで、これまでの指導経験だけに頼るだけ

ではなく、学習指導要領の記載内容に基づいた指導を行う必要がある。    

   例えば、自立活動の「６ コミュニケーション（５）状況に応じたコミュニケー

ションに関すること」の具体的指導内容例と留意点については、以下のように記載

されている。 

 

  LDのある児童・生徒の場合 

 話の内容を記憶して前後関係を比較したり類推したりすることが困難なため、会話

の内容や状況に応じた受け答えをすることができない場合がある。 

 このような場合には、自分で内容をまとめながら聞く能力を高めるとともに、分か

らないときに聞き返す方法や相手の表情にも注目する態度を身に付けるなどして、そ

のときの状況に応じたコミュニケーションができるようにすることが大切である。 

 

  自閉症のある児童・生徒の場合 

 会話の内容や周囲の状況を読み取ることが難しい場合があるため、状況にそぐわな

い受け答えをすることがある。 

 そこで、相手の立場に合わせた言葉遣いや場に応じた声の大きさなど、場面にふさ

わしい表現方法を身に付けることが大切である。なお、その際には、実際の生活場面

で、状況に応じたコミュニケーションを学ぶことができるような指導を行うことが大

切である。 
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Ｑ１ 拠点校における分掌と部活動について 

 巡回指導教員の分掌、部活動のもち方について、拠点校における分掌は「巡回指導 

教員としての業務に支障がないように配慮」、拠点校における部活動は、「巡回指導教

員としての業務に支障がないようにする必要がある」とされている。具体的に、どのよ

うな違いがあるか。 

Ａ１ 巡回指導教員は常時拠点校に勤務しているわけではないので、本務校である拠点

校における校務分掌については、巡回指導教員として業務に支障がないように配慮し

た上で、分掌業務を担当することを想定している。 

  一方、放課後の時間帯は、生徒等からの相談や学級、教科の担当教員等との在籍学

級での 指導・支援の工夫に関する打合せなど、特別の指導を担当する教員として対

応すべき業務を遂行 する必要があることから、拠点校における部活動については、

必ず担当することを想定しているもので はなく「部活動を担当する場合において

は、巡回指導教員としての業務の遂行に支障がないように する必要がある。」とし

ている。 

  なお、拠点校において巡回指導教員の校務分掌を検討する際には、巡回指導教員

は、拠点 校・巡回校において、各学校の特別支援教育コーディネーターや特別支援

教室専門員等と連携 し、発達障害教育の推進役を担うことが求められていることに

留意する必要がある。 

Ｑ２ 指導時数について 

 小学校では、従来の通級指導学級では週当たり半日程度の指導を受けていたが、在

籍校での特別支援教室では、週当たり２時間程度の指導となり、指導時数が減った

ケースがあると聞いた。特別支援教室の導入で、必要な時間数の指導が受けられなく

なったのではないか。 

Ａ２ 小学校では、特別支援教室の導入により、指導時数が減少している場合がある

が、これは、その理由として、自校で指導を受けられるようになったことにより、対

象児童に真に必要な指導時数・指導内容が精選して行われるようになったことや、校

内での連携が進み、通常の学級で行う配慮や支援が増えたことなどが挙げられる。指

導の精選や校内での連携等により通級による指導時数が減少し、通常の授業を受ける

ことができる時数が増えたことは、特別支援教室導入の効果の表れといえる。 

Ｑ３ 在籍校以外の特別支援教室の利用について 

 思春期の影響等で、在籍校にて特別支援教室に通う姿を周囲の友達に見られることを

嫌がる 生徒がいる。そうした生徒は他校の特別支援教室に通って指導を受けることは

可能か。 

Ａ３ 特別支援教室の導入により、これまで通常指導学級で行ってきた特別な指導を、

原則として在籍校で受けることになるが、生徒本人の事情や指導上の必要により、在

籍校以外で指導を受ける方が効果的な生徒は、例外的に他校に設置されている特別支

援教室で指導を受けることも可能である。 
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 参考 


